
Ｑ１住宅 の夏   熱気排熱と冷気吸入
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一般には、｢熱くなった空気を

天窓を付けて排熱する｣という

のが断熱住宅の夏対策。それ

が図①

ハズレではないが、実際の生

活では図②のように、夜間か

ら明け方、或いは日中もと言

えるくらい、風や冷気を室内に

吸入することの方が多い。そ

してまた、涼しさへの貢献度

は図①よりはるかに高い。

一般には、｢熱くなった空気を天

窓を付けて排熱する｣というのが

断熱住宅の夏対策。それが図

① ハズレではないが、実際

の生活では図②のように、夜間

から明け方、或いは日中もと言

えるくらい、風や冷気を室内に

吸入することの方が多い。そし

てまた、涼しさへの貢献度は図

①よりはるかに高い。

写真４は、寝室の天井（屋根断

熱）、写真２がその天窓（ベルッ

クス電動開閉式）。

７月１９日、仙台の熱いかった晩、

天窓を開けて冷気を入れた。涼

しい風が入り、照明が揺れる。

このまま眠ってしまったら風を引

くことを懸念するくらいだ。

写真３はこの部屋の温度を赤外

線カメラで撮影したもの。窓周辺

は２２～２３℃。照明を包むカ

バーも２４℃くらいになっている。

実際暮らしている人でないとわ

からないかも知れないが「冷た

い風を感じる」のだ。

もっとも、風には秘密もある。写

真５は夏の排熱、冷気吸入のた

めにつけた「換気扇」（４００ｍ３

/h）。これを回すと機械的な風に

なって入ってくる。高気密だから、

開けたところから出る分が入る。

その換気扇の前に「もの干し場」

をつくると、陰干しでもよく乾い

て生活に便利。

灯りとりだけの開かない天窓っ

て、熱気だまりをつくるだけでい

いこと無いんじゃないかな？


